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風力発電機に衝突して落鳥したトビの事例

井上勝巳'･寵島恵介２

１．日本野鳥の会愛媛県支部.〒796-8037愛媛県八幡浜市谷5-356

2.日本野鳥の会長崎県支部.〒856-0817長崎県大村古賀島町133-18-2-44

風力発電事業は環境に与える負荷が小さい｢クリーン･エネルギー｣として,各地で導入が図られ

ている.風力発電設備は風況の良い場所を求めて山岳地や海岸線に建設あるいは計画される場

合が多い.しかし,これら風力発電の適地は渡り鳥の移動経路や,絶滅危倶種に指定された鳥類の

生息地である場合が少なくない.したがって,風力発電機と鳥類の衝突事故(バードストライク)や，

回転する巨大な羽根を持つ構造物のため,忌避行動や威嚇効果による追い出し等,鳥類への影響

が懸念されている.ツルの渡り経路である長崎県生月島では,風力発電機設置以降にナベヅル

ＧＩﾉs〃o"acﾉｳａや,マナヅルＧ叩ﾉｂが風車を避けて,海上を渡るようになった忌避行動の例があ

る(執行利博私信)．

このうち,実態が明らかでなかったバードストライクについて，トビノＷｗﾉｓ〃7jig7na"ｓとの衝突事例を

同一区域で２件確認したので報告する．

事故を確認した風力発電設備の位置は,長崎県五島列島福江島岐宿町(32.45'５２，，Ｎ，128°

45'32'，Ｅ)である.設固場所は海岸線の平地で,標高は１０ｍ以下,波打ち際から20～１００ｍほどの

位置に３基建設されている．

ｌ例目は著者2が2003年５月４日に発見し,著者'と事業者側の岐宿町役場企画課長木戸庄吾

氏が確認した.最も海側の３号機タワー外周部より約6.5ｍの地上で,ほぼ完全な形で地上に横た

わっていた(図１)．左翼の骨折を確認し,トビの落下位置が風力発電機のブレード先端部の直下

だったことから,ブレードに接触して左翼を骨折し,直下に落下したと判断した.下腹部から腰にか

けても大きい傷があり,内臓はほとんどない状態であった.この傷がブレードによるものかどうかわか

らないが,何らかの動物に摂食されたと思われた.トビはいくぶん腐敗臭がしたことから,死後数日

経過していると推測された.なお,このトビは著者'が冷凍保存しており，再検証が可能である．

落烏体を発見した５月４日は,曇りで無風状態であり，ローターは朝から回転していなかった.そ

の前,数日間は穏やかな晴天が続いており，ローターは連日安定して回転していたが,鳥の飛期に

撹乱をおこす可能性のある強風や降雨,霧などによる視界不良などの状況はなかった．また，トビが

食物を求めて集まるような漁港や養殖場などの施設は,近隣に存在しない．
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図１．左翼を骨折したトビの死

体(2003年５月．１日）
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このほか,風力発噛機から約200ｍ位riの海岸でシロハラクイナ.,'1"7""パﾉﾉｿﾉなｐｈｏｅ/7必(ﾉﾉzﾉｓの白骨

化した落鳥体も発見したが,死因は不明である．

２例目も著者2が2003年10月２１日に確認した.発見時の天候は晴れで風力３，ローターは勢いよ

くＩｉ:１１１膳していた.１号機のタワーから約30ｍ離れた地上に，切断されたトビの蕗烏体の一部を発見し

た(図２)．個体は腰から下の尾と左足の部分で,これ以外の部分は発見することができなかった．

状況から,ブレードにより切断されたと判断した.切断面は新鮮で,死後の時間経過は少ないと推

察された.なお,発見することのできなかった上､|全身は,内|倣や肉が多い部分であることから,何ら

かの動物が持ち去った可能性が考えられる．

このほか,この１号機のローター直下では1999年９月にウミウノq6aAac/ひcα”c”紬“の落鳥体

を,島内の細江市に在住する'11口敏也氏が確認している(出1.1氏私信)．

五島岐宿風力発電事業では,建設後に,鳥類衝突の有無や環境影響I淵査を全く実施していない

(木戸氏私僧)．著者らがこの聯業区域を洲交したのは,2003年にわずか８日間でしかない.落鳥

に遡遇する確率から推測すると,この風力発樋設備ではさらに事故が起こっている１１｢能性がある．

早急に事業区域とその周辺ば域における実態I淵査や鳥類生息調査を実施し,原因究明や保護策

を探る研究が必要であろう．

バードストライク確認の問題点として,２例ilのトビ上半身の消失は,IIilil体発見を難しくする状況を

示唆している.蒋烏や傷ついた鳥類は格好の食物となり，カラスやイタチ,イヌ,ネコなどが持ち去る

可能性がある.また,けがの程度や風の影群などによっては直下に落下しない場合や,身を隠す事

態も考えられる．したがって,バードストライクの有無を砿淵するためには，早朝と日I･'１，夕方などの
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図２．切断されたトビの死体

（2003年１０月２１日）
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有効な時間設定で,定期的にかつ入念に探索する必要がある.事例の有無についての断定は,そ

のI淵布精度まで検証して判断しないと,確実な情報とはいえない．

現任,多くの風力発随機が稼動し,逃設計両があるなかで,バードストライクが確認された意味は

大きい.稼動'|'の施設に対してはその影群について,データ収集を図ることが.電要である．また,』１１１

推計価iに対しては,計iiIli段階で糖度のI術い鳥類ﾉﾋ息調査の実施を瀧務付け,厳格な影響評価を

実施する必饗がある.これは,風ﾉJ発噛が環境に負荷の少ないエネルギーと位侭付けられるために

も１K要なＷである．
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